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[研究室だよ り]

機能性高分子化学研究室

生物環境化学科

松本 幸三

は
じ
め
ま
し
て
。
生
物
環
境
化
学
の
松
本
幸
三

と
申
し
ま
す
。
私

は
、
京
都
大
学
大
学
院
工
学
研

究
科
で
有
機
反
応
化
学
を
学
び
1
9
9
4
年
に
博

士

(工
学
)
を
修
得
し
た
後
、
同
研
究
科
助
手
と

し
て
新
規
高
分

子
の
合
成
研
究
に
着
手
し
、
研
究

者
と
し
て
の
キ
ャ
リ
ア
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

2
0
0
6
年
か
ら

は
本
学
分
子
工
学
研
究
所
講
師

(
2
0
1
1
年

か
ら
同
准
教
授
)
と
し
て
機
能
性

高
分
子
の
合
成

に
関
す
る
研
究
を
進
め
、
本
年
4

月
に
産
業
理
工
学
部
生
物
環
境
化
学
科
准
教
授
に

着
任
致
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
踏
ま
え

て
、
「有
機
合
成
的
な
ア
プ

ロ
ー
チ
で
、
社
会
に
役

立

つ
機
能
性
高
分
子
を
設
計

・
合
成
す
る
」
こ
と

を
モ
ッ
ト
ー
に
日
々
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
た
び
、
幸
運
に
も
機
能
性
高
分
子
化
学
研
究
室
と
い
う
新

し
い
研
究
室
を
主
宰
す
る
機
会

を
得
ら
れ
ま
し
た
こ
と
は
大
変
有
り
難
く
、
皆
さ
ま
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま

す
。
そ
れ
と
と
も
に
、
在
任
中
に
少
し
で
も
世
の
中
の
役
に
立

つ
研
究
成
果
を
挙
げ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
お
り
ま
す
。

新
し
く
立
ち
上
が

っ
た
機
能
性
高
分
子
化
学
研
究
室
は
、
生
物
環
境
化
学
科
に
属
す
る
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、
環
境
、
安
全
、
生
体
な
ど
に
密
接
に
関
連
す

る
高
分
子
材
料
の
開
発
研
究
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
次
の
4
つ
の
テ
ー
マ
を
進
め
る
計
画

で
す
。

1
.
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
高
分
子
材
料

環
境
負
荷
の
少
な
い
ク
リ
ー
ン
な

エ
ネ

ル
ギ
ー
源
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
燃
料
電
池
や
、

色
素
増
感
太
陽
電
池
等
に
使
用
さ
れ
、
そ
の
性
能
を
左
右
す
る
材
料
に
、
イ
オ
ン
伝
導
性
高
分

子
が
あ
り
ま
す
。
イ
オ
ン
伝
導
性
高
分
子
は
、
固
体
状
、
ゲ

ル
状
で
あ
り
な
が
ら
、
電
解
液
の

よ
う
な
溶
液
と
同
じ
よ
う
に
材
料
内
部
で
イ
オ
ン
を
効
率
よ
く
運
搬
す
る
働
き
を
持
ち
ま
す
。

携
帯
電
話
、
パ
ソ
コ
ン
、

ハ
イ
ブ
リ
ツ
ド
車
、
電
気
自
動
車
用
な
ど
に
使
わ
れ
る
リ
チ
ウ
ム
イ

オ
ン
バ
ッ
テ
リ
ー
で
も
イ
オ
ン
伝
導
性
高
分
子
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
機
能
性

高
分
子
化
学
研
究
室
で
は
、
こ
れ
ら
発
電
、
蓄
電
デ
バ
イ
ス
用

の
高
性
能
イ
オ
ン
伝
導
性
高
分

子
を
独
自
に
設
計
合
成
し
、
そ
の
機
能
に
関
す
る
研
究
を
進
め
る
計
画
で
す
。
同
様
の
イ
オ
ン

伝
導
性
高
分
子
は
、
化
学
セ
ン
サ
ー
や
、
人
工
筋
肉
、
ア
ク
チ

ュ
エ
ー
タ
ー
な
ど
他
の
様
々
な

用
途

へ
の
応
用
も
可
能
で
、
非
常
に
役
に
立
つ
高
分
子
で
す
。

2
.
一
一酸
化
炭
素
を
利
用
し
た
機
能
性
高
分
子
材
料

地
球
温
暖
化
の
原
因
物
質

の

一
つ
と
考
え
ら
れ
る
二
酸
化
炭
素
は
、
見
方
を
変
え
る
と
安
価

で
大
量
に
入
手
で
き
る
炭
素
資
源
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
あ
る
種
の
触
媒
を
使
用
す
る

と
、
二
酸
化
炭
素
と

エ
ポ
キ
シ
と
呼
ば
れ
る
接
着
剤
成
分
を
効
率
よ
く
反
応
さ
せ
て
、
炭
酸

エ

ス
テ
ル
と
呼
ば
れ
る
樹
脂
に
簡
単
に
変
換
で
き
ま
す
。
炭
酸

エ
ス
テ
ル
は
、
ア
ミ
ン
等
の
窒
素

系
化
合
物
と
反
応
さ
せ
る
と
高
分
子
化
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、

一
般
の
エ
ポ
キ
シ
系
に

は
な
い
特
異
な
性
質
を
持

つ
接
着
剤
や
塗
料
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
が
可
能
と
期
待
さ
れ
ま
す
。

機
能
性
高
分
子
化
学
研
究
室

で
は
、
二
酸
化
炭
素
と

エ
ポ
キ
シ
と
の
反
応
を
利
用
し
て
新
し
い

機
能
性
高
分
子
の
開
発
を
行
う
計
画
で
す
。

3
.
安
全
性
、
信
頼
性
の
高

い
高
分
子
材
料

化
学
的
、
電
気
的
に
安
定

で
、
高
強
度
、
高
耐
熱
性
の
有
機
材
料
は
、
い
わ
ゆ
る
エ
ン
ジ

ニ

ア
リ
ン
グ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、

ス
ー
パ
ー

エ
ン
ジ

ニ
ア
リ
ン
グ
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
と
し
て
様

々
な
用

途
に
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
3
次
元
的
に
架
橋
し
た
高
分
子
材
料
も
、
高
強
度
、
高
耐

熱
性
で
安
全
性
、
信
頼
性

の
高
い
材
料
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
有
機
高
分
子
材
料
は
、
金
属

材
料
や
セ
ラ
ミ
ッ
ク
材
料
に
比
べ
て
軽
量
で
加
工
性
が
高
い
こ
と
か
ら
、
航
空
機
や
船
舶
、
自

動
車
用
の
先
端
複
合
材
料
と
し
て
も
よ
く
用
い
ら
れ
、
安
全
性
の
向
上
と
燃
費
改
善
に
よ
る
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
化
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。
機
能
性
高
分
子
化
学
研
究
室
で
は
、
含
窒
素
系
高
分
子

や
、
ポ
リ
エ
ー
テ
ル
系
高
分
子
、
有
機
ケ
イ
素
系
高
分
子
の
高
い
耐
熱
性
と
化
学
安
定
性
、
な

ら
び
に
3
次
元
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
化
に
よ
る
強
度
向
上
と
他
材
料
と
の
複
合
化
に
よ
り
、
新
し
い

高
機
能
性
材
料
の
創
出
を
目
指
す
計
画
で
す
。

4
.
生
体
適
合
性
高
分
子
材
料

植
物
、
動
物
、
微
生
物

の
体
内
で
大
量
に
生
産
さ
れ
る
糖
類
や
ア
ミ
ノ
酸
類
は
、
食
料
品
や

調
味
料
と
し
て
我
々
の
生
活
を
支
え
て
く
れ
る
だ
け
で
な
く
、
機
能
性
物
質
と
し
て
も
非
常
に

有
用
で
す
。
た
と
え
ば
、
水
に
対
す
る
高
い
親
和
性
や
、
生
体
適
合
性
、
生
物
分
解
性
、
細
胞

や
た
ん
ぱ
く
質
と
の
特
異
的
な
相
互
作
用
な
ど
様

々
な
優
れ
た
性
質
を
持

っ
て
い
ま
す
。
こ
の

九



一
〇
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よ
う
な
糖
、
ア
ミ
ノ
酸
由
来
構
造
を
高
分
子
に
導
入
す
る
こ
と
で
、
生
体
適
合
性
を
有
す
る
新

し
い
機
能
性
材
料
を
作
り
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
当
研
究
室

で
は
、
安
価
で
入
手
が
容
易
な

ビ

ニ
ル
系
ポ
リ

マ
ー
や
、
生
理
的
に
不
活
性
な
ケ
イ
素
系
ポ
リ
マ
ー
に
対
し
て
、
糖
お
よ
び
ア

ミ
ノ
酸
由
来
の
構
造
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
高
い
機
械
強
度
と
強
靭
性
を
持
ち
、
か

つ
優

れ
た
生
体
適
合
性
、
細
胞
、
た
ん
ぱ
く
特
性
等
を
有
す
る
新

し
い
高
分
子
材
料
を
開
発
す
る
計

画
で
す
。
こ
れ
ら
の
高
分
子
材
料
は
、
人
工
血
管
や
、
人
工
皮
膚
、
関
節
部
材
料
、
手
術
用
の

縫
合
糸
、
臓
器
の
癒
着
防
止
材
、
細
胞
培
養
材
料
や
検
査
診
断
材
料
等
に
応
用
で
き
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

機
能
性
高
分
子
化
学
研
究
室
は
、
今
ま
さ
に
立
ち
上
が

っ
た
ば
か
り
で
す
が
、
す
で
に
第

一

期
の
4
年
生
が
4
名
配
属
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
企
業
の
研
究
員
2
名
も
メ
ン
バ
ー
に
加
わ

り
研
究
活
動
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。
上
述
の
研
究
テ
ー

マ
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
こ
れ

か
ら

"有
機
化
学
と
高
分
子
化
学
を
武
器
に
機
能
性
材
料
に
挑
戦
"
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
近
い
う
ち
に
良
い
成
果
報
告
が
で
き
ま
す
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。
皆
様
方

の
ご
支
援
と
こ

鞭
捲
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。


